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1.最上階の老舗メゾン・ボランジェ
ルーム。2.適温の湯が常時張られるエ
ニータイムバスを全室完備。3.夕食は
シャンパーニュとのマリアージュにこ
だわった鮨レストラン ｢AWA SUSHI｣
で。朝食は、人気店「パンとエスプレッ
ソと」のパンを部屋で楽しめる。
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 06-6262-3600
 大阪府大阪市中央区南船場2-6-7 
地下鉄心斎橋駅より徒歩7分
 https://www.cuveej2.com/

宿泊券利用期限：2025年3月31日（月）迄　※除外日あり

1フロア1部屋のみ、全11の客室すべ
てが、ボランジェやシャルル・エドシッ
クなど名門シャンパーニュ・メゾン（生
産者）と造り上げた、世界初オフィシャ
ル・シャンパン・ホテル。客室には各
メゾンこだわりの品々が用意され、そ
の世界観や歴史・文化を体感できる。
メゾンが選んだ特別なシャンパーニュ
を客室やレストランで味わえるほか、
客室電話機のボタン一つで多様なメゾ
ンのシャンパーニュが届きバイザグラ
スで楽しめるサービスも（有料）。シャ
ンパン好きには見逃せないホテルだ。

Cuvée J2 Hôtel Osaka
by 温故知新 1泊2食+
シャンパーニュボトル1本付
ペア宿泊券（部屋タイプおまかせ）

1組
2名様

英オーディオブランド「KEF」のヘッドフォン
「Mu7」。生演奏のようなピュアで正確なハイ
レゾサウンドをワイヤレスで楽しめるほか、耳
を手で覆うような心地よいフィット感は人間工
学に基づいた設計で、耳に負担を掛けることな
く優れた密閉性を実現。さらに、右イヤーカッ
プに搭載のタッチパッドに触れるだけで電話応
答や曲のスキップ、音量調整も可能と、いつで
もどこでも自由に、高クオリティな音楽や通話
を楽しめる逸品だ。

KEF Music Gallery　  03-3409-2150（11:00～19:00）
https://www.kef.com

価格：49,500円（税込）

KEF ノイズキャンセリング
ワイヤレス ヘッドフォン「Mu7」
（シルバーグレー／チャコールグレー）

2

4

3名様

3

TRUE TOWEL
「Plume（プリュム）」
バスタオル（アイスグレー）2枚セット
タオル産地・今治で100年の歴史を持つ
正岡タオル。ラグジュアリーホテル用の
ハイクオリティなタオル製造のノウハウ
を集め作り上げた ｢TRUE TOWEL」か
ら、最高品質のシーアイランドコットン
を使用した新シリーズ「Plume」が誕生。
適度なボリュームがありつつも、ふわっ
と軽く、やわらかな肌触りで身体を包み
込んでくれる。超長綿のシーアイランド
コットンは耐久性も高く、家庭での使い
勝手も抜群。
価格：1枚8,800円（税込） サイズ：60×120cm

正岡タオル株式会社
 info@true-towel.com　 https://true-towel.com/

各色
1名様

2名様

価格：27,500円（税込）

MYTREX
EMS電動ネックストレッチャー
「MEDI NECK」
首・肩こり、頭痛など、様々な不調を引
き起こすストレートネックは、PCやスマ
ホ操作が増えている近年、日本人にも多
い現代病。「MEDI NECK」は、低・中・
高温の好みの温度で首を温め、「たたき・
もみ・つまみ」の3種類のEMSモードで
筋肉を弛緩。さらに約40度の角度まで
牽引可能なダブルエアバック構造で、首
を優しく持ち上げる、引っ張るなどの整
体の施術を再現し、首の骨を自然なアー
チ状へと導いてくれる。

株式会社 創通メディカル
 092-260-7366（平日9:30～17:30）
 https://mytrex.jp/

https://afflu.jp/present-yokohama_shonan/

※締め切りは2024年6月2日（日）
※プレゼント応募は（株）affluentにて承ります。

下記URLまたは左記QRからご応募ください。

Present
皆様に感謝の気持ちを込めて

編集部がセレクトした“とっておき”をプレゼント。

A F F L U E N T  2 0 24  M a y
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能楽の世界
今こそ知っておきたい

室町時代から途切れることなく演じられてきた能と狂言。「能」は面（おもて）と美しい
装束を用いて歴史上の人物や物語を題材にした歌舞劇。人間の哀しみや怒り、
恋慕などを描き、「そうろう調」の言葉で演じられる。対して「狂言」は庶民の日常を描
いた喜劇で、「ござる調」などの分かりやすい言葉で演じられるのが特徴だ。そしてこの
二つを合わせたものが「能楽」と呼ばれる。日本の伝統芸能として最も古い歴史を
持つ「能楽」に、敷居の高さを感じる人は少なくないだろう。しかし、そこで描かれる
人間の姿は普遍的であり、だからこそ、これほど長く人々の心を掴んできたのだ。
今回は、そんな日本独自の舞台芸術「能楽」の世界をのぞいてみたい。

Edit&Word_NOBUYUKI YAMAHA. IKUMI UENO. KANTA KOSUGI(effect).
Photographs_KAZUO ITO.

取材協力　公益社団法人 宝生会
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「清経」の一場面。前シテが後シテの化身という異質な設定の現代
能的な作風。緊張感のなかでの力強い地謡と清経の舞が見どころ

囃子方は笛、小鼓、大鼓、太鼓で構成される。また能楽の演者の中
でシテ方を除いた、ワキ方、囃子方、狂言方を能楽三役という

宝生能楽堂。能楽堂の構造は基本すべて同じで、松が描かれた鏡板、
本舞台、左奥に伸びる廊下のような橋掛りで構成される。

６５０年を超える
歴史

能楽の
基礎知識

能の種類と
代表的演目

能楽を
鑑賞できる施設

能楽のルーツは8世紀の奈良時代に唐から渡来した、アク
ロバットやマジックなどの多種多様な芸能、散楽（さんが
く）にある。平安時代には、滑稽な寸劇が主体となった猿
楽（さるがく）へと変質し、後に厄払いなどの行事の影響
を受けた面を用いる仮面芸能へと派生。それが歌や舞を取
り入れつつ、様々な感情を描く「能」へと姿を変えた。や
がて、多くの集団が能を演じることで、足利義満、豊臣秀
吉ら時の権力者からの人気と芸術的完成度が高まっていっ
たという。また、地方の村々でも祭礼の神事として盛んに
演じられ、雨乞いなど民衆の願いと共に受け継がれてきた。
650年を越える歴史の中で独自の様式を築き、今も伝統芸
能として発展し続けている。

室町時代から続く独自様式の芸能

能楽においては主役を演じるシテ方、助演的な役割などを
担当するワキ方、笛や太鼓を奏でる囃

はやしかた
子方、主に狂言を演

じる狂言方と、演者の役割が明確に分かれている。シテ方
は歴史上の人物などの人間以外にも、『源氏物語』の優美
な男女の霊、あるいは鬼など多彩な役を演じ、情景や登場
人物たちの心理などをナレーション的に描写する役割、地
謡(じうたい)を受け持つ。対して、ワキ方の役柄はすべて
現実に生きる成人男性となり、シテ方の相手役を演じる。
狂言方はシテ方やワキ方の家来などに扮し、アイと呼ばれ
る役で能に登場することもある。そんな役者とともに、能
楽に欠かせない要素が笛、大鼓などによる囃子で、この囃
子方の演奏が、内容や場面に合う情趣や世界観を表現する
のだ。また能楽には多くの小道具があり、最も重要な役割
を果たすのが能面。能面はシテ方の演者が、この世に存在
しない役柄や女性などに扮する時に着用し、能楽師は面に
あてる微妙な光の角度を調整し、感情を豊かに表現するの
だ。華やかな衣装は装束と呼ばれ、繊細で美しいものは女
性を演じる際に使われるなど、役ごとに形や色が異なるの
が特徴。演者全員が舞の際に持つ扇は、盃や刀などに見立
てて使われることもある。

明確な役割分担と重要な小道具
能の演目は約250種あり、シテ方が演じる役柄によって
「神、男、女、狂、鬼」の5つのジャンルに分類される。「神」
では神の化身や神体、「男」は男性の武将の亡霊や死者、「女」
は女性や天女、「狂」は所謂物狂い、「鬼」は鬼や天狗、妖
精などである。この5種類を記載している順番で上演する
ことを「五番立」といい、江戸時代に生まれた代表的なプ
ログラムといわれている。あまりにも長時間の公演となる
ため現在では正式な形でほとんど催されることはないが、
今なおすべての演目はこの五番立を主軸に構成されている
のだ。また正式な五番立の上演前には、「能にして能にあ
らず」といわれるほど別格に扱われる演目「翁」を観劇で
きる。「翁」は物語のない平和や豊穣を願う神事で、今で
も正月や祝賀の会などのおめでたい時期には祈祷の意味も
込めて披露されている。

古くから継承される5種の能劇

能の演目は約250曲ほどあり、ほとんどが室町時代に書かれたもの
だといわれている。なかでも「翁」は源流が最も古い代表的な演目

面は約250種類もあるといわれており、若い女性を表す小面（写真
左）、怨霊となった女を表す般若（写真右）などが有名

能や狂言を上演するための能楽堂。客席と舞台を分ける幕
がなく、屋外で上演されていた昔の名残で舞台に屋根があ
るのが特徴だ。ここでは神奈川、東京の施設を紹介しよう。

身近にある、能楽堂をご紹介

能舞台後方にある鏡板に、必ず描かれている松の絵。松は神様が宿
る木とされ、能楽が神様に奉納されてきた時代を再現している

「翁」
特別な会で演能される別格の演目。
演者は神となり天下泰平、国土安穏
を祈るため舞う

女（三番目物）「羽衣」
羽衣伝説を基にした演目だが、昔話
とは異なる筋立てで、優美な明るさ
で清らかな曲

神（初番目物）「高砂」
室町時代から広く人々に親しまれて
きた能の代表的な祝言曲。現代でも
祝いの場などで多用

狂（四番目物）「葵上」
鬼にならざるを得なかった元皇太子
妃である御息所の恋慕と嫉妬の情が
中心の物語

男（二番目物）「清経」
能を大成させた世阿弥の出家以前の
代表作のひとつで、シテ方演じる亡
霊が妻の夢に現れる設定

鬼（五番目物）「殺生石」
絶世の美女に化け平安を乱す存在と
される九尾の狐の伝説を基にした変
化に富んだ内容

代表的な演目

代々木能舞台
東京都渋谷区代々木4-36-14　 03-3370-2757
本舞台(屋外舞台)270席、敷舞台120席

久良岐能舞台
神奈川県横浜市磯子区岡村8-21-7　 045-761-3854　 約100席

十四世喜多六平太記念能楽堂
東京都品川区上大崎4-6-9　 03-3491-8813　 385席

矢来能楽堂
東京都新宿区矢来町60　 03-3268-7311　 237席

川崎能楽堂
神奈川県川崎市川崎区日進町1-37　 044-222-7995　 148席

セルリアンタワー能楽堂
東京都渋谷区桜丘町26-1 B2F　 03-3477-6412　 201席

宝生能楽堂
東京都文京区本郷1-5-9　 03-3811-4843　 490席

国立能楽堂
東京都渋谷区千駄ヶ谷4-18-1　 03-3423-1331　 627席

二十五世観世左近記念観世能楽堂
東京都中央区銀座6-10-1 GINZA SIX B3F　 03-6274-6579　 480席

銕仙会 能楽研修所舞台
東京都港区南青山4-21-29 　 03-3401-2285　 200席
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矢来能楽堂
東京都新宿区矢来町60　 03-3268-7311　 237席

川崎能楽堂
神奈川県川崎市川崎区日進町1-37　 044-222-7995　 148席

セルリアンタワー能楽堂
東京都渋谷区桜丘町26-1 B2F　 03-3477-6412　 201席

宝生能楽堂
東京都文京区本郷1-5-9　 03-3811-4843　 490席

国立能楽堂
東京都渋谷区千駄ヶ谷4-18-1　 03-3423-1331　 627席

二十五世観世左近記念観世能楽堂
東京都中央区銀座6-10-1 GINZA SIX B3F　 03-6274-6579　 480席

銕仙会 能楽研修所舞台
東京都港区南青山4-21-29 　 03-3401-2285　 200席
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約
束
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
道

20
歳
で
挑
ん
だ
大
曲
が
転
機
に

　室
町
時
代
に
大
成
し
て
以
来
、
長
い
歴

史
を
誇
る
能
に
は
役
柄
に
よ
っ
て
複
数
の

流
派
が
あ
り
、そ
の
命
脈
を
保
っ
て
き
た
。

シ
テ
方
の
流
派
の
中
で
も
大
き
な
勢
力
を

誇
り
、
能
を
大
成
さ
せ
た
観
阿
弥
の
兄
、

宝
生
大
夫
が
祖
と
さ
れ
る
の
が
宝
生
流

だ
。
重
厚
な
芸
風
の
一
方
、「
謡（
う
た
い
）

宝
生
」
と
呼
ば
れ
る
優
美
な
節
回
し
で
、

人
々
の
心
を
掴
ん
で
き
た
。
2
0
0
8

の
よ
う
な
性
質
が
、
能
に
あ
る
こ
と
を
見

抜
き
、
そ
し
て
能
に
お
け
る
ア
ン
ビ
エ
ン

ト
文
化
こ
そ
が
、
今
の
日
本
に
必
要
だ
と

気
付
い
た
と
い
う
の
だ
。

「
最
近
サ
ウ
ナ
が
流
行
し
、『
整
う
』
と
い

う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界

情
勢
が
不
安
定
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
能
を

通
し
て
心
を
落
ち
着
け
、
自
分
と
向
き
合

い
、大
局
を
見
る
力
を
養
う
こ
と
で
、『
整

う
』
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実

際
、
能
楽
が
隆
盛
し
た
高
度
成
長
の
入
り

口
の
時
期
に
は
、
財
閥
の
方
々
は
こ
ぞ
っ

て
能
を
習
い
、
ど
ん
な
局
面
で
も
揺
る
が

な
い
自
分
の
軸
を
確
立
し
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
」

能
の
魅
力
は
そ
の
懐
の
深
さ

自
分
な
り
の
解
釈
を
楽
し
む

　能
を
初
め
て
見
る
と
い
う
人
が
、
楽
し

く
鑑
賞
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

意
識
す
る
と
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

 「
美
術
館
で
絵
画
を
見
る
よ
う
に
、
自
分

な
り
の
解
釈
を
楽
し
む

の
が
お
す
す
め
で
す
。

能
の
演
目
は
、
い
た
っ

て
シ
ン
プ
ル
な
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
な
の
で
、
そ

れ
を
追
う
こ
と
自
体

に
、
能
の
醍
醐
味
は
な
い
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
作
品
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
受
け

取
っ
て
も
い
い
で
す
し
、
ま
っ
た
く
別
の

こ
と
に
結
び
つ
け
て
も
い
い
。
そ
ん
な
風

に
思
い
な
が
ら
見
る
こ
と
で
、
能
の
面
白

さ
に
気
付
い
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
」

　実
際
、
舞
台
に
立
っ
て
い
る
宝
生
さ
ん

も
そ
の
作
品
と
は
別
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
演
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

 「
例
え
ば
杜
若
（
か
き
つ
ば
た
）
と
い
う
、

在
原
業
平
の
恋
愛
を
描
い
た
曲
を
演
じ
て

い
る
と
き
に
は
、
私
の
頭
の
中
に
『
冷
静

と
情
熱
の
間
に
』
と
い
う
映
画
が
思
い
浮

か
ん
で
い
ま
す
。
心
の
中
に
は
、
テ
ー
マ

曲
だ
っ
た
エ
ン
ヤ
の
歌
声
が
流
れ
て
き

て
、イ
タ
リ
ア
の
情
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
能
の
舞
台
と
は
全
く
別
の
も

の
を
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
も
能
の
魅
力
の

一
つ
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

　能
の
懐
は
深
い
。伝
統
芸
能
だ
か
ら
と
、

襟
を
正
し
て
見
る
だ
け
で
な
く
、
何
を
感

じ
て
も
い
い
の
だ
と
少
し
力
を
抜
い
て
見

る
と
、
能
の
神
髄
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　も
う
一
つ
、
宝
生
さ
ん
が
提
唱
す
る
の

が
、能
を
体
験
し
て
み
る
こ
と
だ
と
い
う
。

 「
能
の
魅
力
は
、
心
を
落
ち
着
け
、
自
分

と
向
き
合
え
る
こ
と
だ
と
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
や
は
り
自
ら
が
や
っ
て
こ

そ
体
得
で
き
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
い
る
人
を
見
て
も

『
整
う
』
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
実
際
に

能
を
体
験
し
て
い
る
か
、
し
て
い
な
い
か

の
間
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ど
ん

な
時
に
も
揺
る
が
な
い
自
分
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
健
康
維
持
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
能
の
基
本
姿
勢
で
は

普
段
使
わ
な
い
下
半
身
の
筋
肉
が
重
要
に

な
る
の
で
、足
腰
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
能
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
、
も
っ
と

楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
」

　能
を
習
っ
た
り
、体
験
で
き
る
場
所
や
、

鑑
賞
で
き
る
施
設
は
全
国
各
地
に
存
在
し

て
い
る
。
先
の
見
え
な
い
不
安
定
な
今
だ

か
ら
こ
そ
、
能
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
。

年
に
逝
去
し
た
先
代
の
父
に
代
わ
り
、
22

歳
と
い
う
若
さ
で
第
20
代
宗
家
と
な
っ
た

の
が
、
宝
生
和
英
さ
ん
。
だ
が
、
継
承
に

至
る
ま
で
の
道
の
り
は
、
決
し
て
な
だ
ら

か
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

 「
宝
生
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
理
由
だ
け

で
、
宗
家
の
座
が
約
束
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
幼
少
期
に
実
力

を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
周

囲
か
ら
は
継
承
を
不
安
視
す
る
声
も
あ

り
、
認
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

段
階
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し
た
」

　宝
生
さ
ん
自
身
も
、
能
の
世
界
に
貢
献

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
継
ぎ
、
力
不
足
で
あ

れ
ば
退
く
と
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
に
考
え

て
い
た
そ
う
だ
。

　そ
ん
な
宝
生
さ
ん
の
大
き
な
転
機
と

な
っ
た
の
が
、
能
の
中
で
も
大
曲
の
一
つ

と
し
て
有
名
な
、「
道
成
寺
」
に
20
歳
で

挑
ん
だ
こ
と
。
一
般
的
に
能
楽
師
は
型
や

発
声
を
体
得
で
き
る
の
が
大
体
30
歳
前
後

と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
齢
で
の
大
役

へ
の
挑
戦
は
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
と
い

う
。
当
時
の
心
境
を
、
宝
生
さ
ん
は
こ
の

よ
う
に
振
り
返
る
。

 「
そ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
役
柄
と
は
あ

ま
り
に
も
レ
ベ
ル
が
違
い
す
ぎ
て
、
自
分

で
も
演
じ
き
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
私
の
試
金
石
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
挑
み
ま
し
た
」

　結
果
的
に
「
道
成
寺
」
の
役
を
見
事
に

演
じ
き
り
、
公
演
は
大
成
功
。
壁
を
一
つ

乗
り
越
え
た
と
感
じ
た
と
い
う
。
こ
の
公

演
を
機
に
周
囲
か
ら
も
徐
々
に
信
頼
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
22
歳
で
宗

家
を
継
承
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

不
安
定
な
現
代
こ
そ

能
で
自
分
を
整
え
、
大
局
を
見
る

　6
5
0
年
以
上
の
長
き
に
渡
っ
て
愛
さ

れ
て
き
た
能
を
、
現
代
で
も
演
じ
続
け
る

こ
と
に
対
し
て
、
宝
生
さ
ん
は
ど
ん
な
意

義
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
情

勢
が
不
安
定
な
今
こ
そ
、
人
々
の
生
活
に

能
が
必
要
だ
と
宝
生
さ
ん
は
言
い
切
る
。

 「
ま
ず
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
能
は
舞
台

演
劇
で
は
あ
り
ま
す
が
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
本
質
は
、
驚
か
せ
る
こ

と
、感
情
を
動
か
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、

能
の
本
質
は
、
そ
の
真
逆
に
あ
り
ま
す
。

能
は
心
を
落
ち
着
け
る
も
の
で
あ
り
、
い

わ
ば
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
文
化
と
い
え
る
も
の

で
す
」

　ア
ン
ビ
エ
ン
ト
と
は
、
作
曲
家
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
イ
ー
ノ
が
提
唱
し
た
環
境
音
楽
の

こ
と
で
、
環
境
に
溶
け
込
ん
だ
ス
ロ
ー
テ

ン
ポ
な
音
楽
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
音
楽

公演・ワークショップの情報は、
宝生会ホームページへ。
http://www.hosho.or.jp/

宝生能楽堂45周年記念公演

場所： 宝生能楽堂
配役： 能「翁」宝生和英、狂言「二人袴」野村万作、
  能「関寺小町」大坪喜美雄、
  能「鞍馬天狗 天狗揃」前シテ宝生和英、
  後シテ武田孝史

2024年7月14日（日）13:00開演

1986年生まれ。父、第19世宗家宝生英
照に師事。宝生流能楽師佐野萌、今井泰男、三川
泉の薫陶を受ける。1991年能 ｢西王母｣ 子方にて
初舞台。2008年に宝生流第20代宗家を継承。これ
までに｢鷺｣ ｢乱｣ ｢石橋｣ ｢道成寺｣ ｢安宅｣ ｢翁｣、
宗家一子相伝 ｢弱法師 双調之舞｣「安宅 延年之舞」
「朝長 懺法」を披く。伝統的な公演に重きを置く一
方、異流競演なども行う。2008年東京藝術大学ア
カンサス音楽賞受賞。2016年文化庁東アジア文化
交流使、2019年第40回松尾芸能賞新人賞受賞。
2023年よりミラノ大学客員教授に就任。

宝生和英

「弱法師（よろぼし）」を演じる宝生さん。公演では、宝
生流に代々受け継がれる面が用いられる。面は補修が可
能なため、室町時代のものも残っているという

今の時代にこそ、
能が必要な理由

シテ方宝生流第20代宗家・宝生和英さんに聞く

若くして、シテ方宝生流の宗家となった宝生和英さん。
宝生家に生まれ、能と長く向き合ってきた宝生さんは、

今の時代にこそ能が必要だと感じているという。その理由を伺った。

宝生和英さん公演のお知らせ 宝生会ワークショップ
宝生さんが所属する宝生会では、能舞台、装
束、能面など宝生会の持つ文化的資産を活用
したワークショップの企画を行っている。会
場は宝生能楽堂や外部スペースでの開催も可
能。ご興味のある方はご相談を。

能は打合せも公演も一度きりで行
われ、リハーサルは無い。能楽師は
そんな緊張感のある舞台上で、その
1回に最高のコンディションを発揮
しなければならず、ある意味スポー
ツ的な鍛錬が必要だと宝生さんは
いう。

数ある能楽の演目の中でも、別格
と称される「翁」を演じる宝生さ
ん。能楽師としても、宗家として
も並々ならぬ努力を重ねてきた
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ア
の
情
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
能
の
舞
台
と
は
全
く
別
の
も

の
を
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
も
能
の
魅
力
の

一
つ
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

　能
の
懐
は
深
い
。伝
統
芸
能
だ
か
ら
と
、

襟
を
正
し
て
見
る
だ
け
で
な
く
、
何
を
感

じ
て
も
い
い
の
だ
と
少
し
力
を
抜
い
て
見

る
と
、
能
の
神
髄
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　も
う
一
つ
、
宝
生
さ
ん
が
提
唱
す
る
の

が
、能
を
体
験
し
て
み
る
こ
と
だ
と
い
う
。

 「
能
の
魅
力
は
、
心
を
落
ち
着
け
、
自
分

と
向
き
合
え
る
こ
と
だ
と
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
や
は
り
自
ら
が
や
っ
て
こ

そ
体
得
で
き
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
い
る
人
を
見
て
も

『
整
う
』
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
実
際
に

能
を
体
験
し
て
い
る
か
、
し
て
い
な
い
か

の
間
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ど
ん

な
時
に
も
揺
る
が
な
い
自
分
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
健
康
維
持
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
能
の
基
本
姿
勢
で
は

普
段
使
わ
な
い
下
半
身
の
筋
肉
が
重
要
に

な
る
の
で
、足
腰
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で
す
。

そ
し
て
能
を
鑑
賞
す
る
こ
と
も
、
も
っ
と

楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
」

　能
を
習
っ
た
り
、体
験
で
き
る
場
所
や
、

鑑
賞
で
き
る
施
設
は
全
国
各
地
に
存
在
し

て
い
る
。
先
の
見
え
な
い
不
安
定
な
今
だ

か
ら
こ
そ
、
能
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
。

年
に
逝
去
し
た
先
代
の
父
に
代
わ
り
、
22

歳
と
い
う
若
さ
で
第
20
代
宗
家
と
な
っ
た

の
が
、
宝
生
和
英
さ
ん
。
だ
が
、
継
承
に

至
る
ま
で
の
道
の
り
は
、
決
し
て
な
だ
ら

か
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

 「
宝
生
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
理
由
だ
け

で
、
宗
家
の
座
が
約
束
さ
れ
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
幼
少
期
に
実
力

を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
周

囲
か
ら
は
継
承
を
不
安
視
す
る
声
も
あ

り
、
認
め
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

段
階
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し
た
」

　宝
生
さ
ん
自
身
も
、
能
の
世
界
に
貢
献

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
継
ぎ
、
力
不
足
で
あ

れ
ば
退
く
と
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
に
考
え

て
い
た
そ
う
だ
。

　そ
ん
な
宝
生
さ
ん
の
大
き
な
転
機
と

な
っ
た
の
が
、
能
の
中
で
も
大
曲
の
一
つ

と
し
て
有
名
な
、「
道
成
寺
」
に
20
歳
で

挑
ん
だ
こ
と
。
一
般
的
に
能
楽
師
は
型
や

発
声
を
体
得
で
き
る
の
が
大
体
30
歳
前
後

と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
齢
で
の
大
役

へ
の
挑
戦
は
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
と
い

う
。
当
時
の
心
境
を
、
宝
生
さ
ん
は
こ
の

よ
う
に
振
り
返
る
。

 「
そ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
役
柄
と
は
あ

ま
り
に
も
レ
ベ
ル
が
違
い
す
ぎ
て
、
自
分

で
も
演
じ
き
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
私
の
試
金
石
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
挑
み
ま
し
た
」

　結
果
的
に
「
道
成
寺
」
の
役
を
見
事
に

演
じ
き
り
、
公
演
は
大
成
功
。
壁
を
一
つ

乗
り
越
え
た
と
感
じ
た
と
い
う
。
こ
の
公

演
を
機
に
周
囲
か
ら
も
徐
々
に
信
頼
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
22
歳
で
宗

家
を
継
承
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

不
安
定
な
現
代
こ
そ

能
で
自
分
を
整
え
、
大
局
を
見
る

　6
5
0
年
以
上
の
長
き
に
渡
っ
て
愛
さ

れ
て
き
た
能
を
、
現
代
で
も
演
じ
続
け
る

こ
と
に
対
し
て
、
宝
生
さ
ん
は
ど
ん
な
意

義
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
情

勢
が
不
安
定
な
今
こ
そ
、
人
々
の
生
活
に

能
が
必
要
だ
と
宝
生
さ
ん
は
言
い
切
る
。

 「
ま
ず
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
能
は
舞
台

演
劇
で
は
あ
り
ま
す
が
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
本
質
は
、
驚
か
せ
る
こ

と
、感
情
を
動
か
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、

能
の
本
質
は
、
そ
の
真
逆
に
あ
り
ま
す
。

能
は
心
を
落
ち
着
け
る
も
の
で
あ
り
、
い

わ
ば
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
文
化
と
い
え
る
も
の

で
す
」

　ア
ン
ビ
エ
ン
ト
と
は
、
作
曲
家
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
イ
ー
ノ
が
提
唱
し
た
環
境
音
楽
の

こ
と
で
、
環
境
に
溶
け
込
ん
だ
ス
ロ
ー
テ

ン
ポ
な
音
楽
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
音
楽

公演・ワークショップの情報は、
宝生会ホームページへ。
http://www.hosho.or.jp/

宝生能楽堂45周年記念公演

場所： 宝生能楽堂
配役： 能「翁」宝生和英、狂言「二人袴」野村万作、
  能「関寺小町」大坪喜美雄、
  能「鞍馬天狗 天狗揃」前シテ宝生和英、
  後シテ武田孝史

2024年7月14日（日）13:00開演

1986年生まれ。父、第19世宗家宝生英
照に師事。宝生流能楽師佐野萌、今井泰男、三川
泉の薫陶を受ける。1991年能 ｢西王母｣ 子方にて
初舞台。2008年に宝生流第20代宗家を継承。これ
までに｢鷺｣ ｢乱｣ ｢石橋｣ ｢道成寺｣ ｢安宅｣ ｢翁｣、
宗家一子相伝 ｢弱法師 双調之舞｣「安宅 延年之舞」
「朝長 懺法」を披く。伝統的な公演に重きを置く一
方、異流競演なども行う。2008年東京藝術大学ア
カンサス音楽賞受賞。2016年文化庁東アジア文化
交流使、2019年第40回松尾芸能賞新人賞受賞。
2023年よりミラノ大学客員教授に就任。

宝生和英

「弱法師（よろぼし）」を演じる宝生さん。公演では、宝
生流に代々受け継がれる面が用いられる。面は補修が可
能なため、室町時代のものも残っているという

今の時代にこそ、
能が必要な理由

シテ方宝生流第20代宗家・宝生和英さんに聞く

若くして、シテ方宝生流の宗家となった宝生和英さん。
宝生家に生まれ、能と長く向き合ってきた宝生さんは、

今の時代にこそ能が必要だと感じているという。その理由を伺った。

宝生和英さん公演のお知らせ 宝生会ワークショップ
宝生さんが所属する宝生会では、能舞台、装
束、能面など宝生会の持つ文化的資産を活用
したワークショップの企画を行っている。会
場は宝生能楽堂や外部スペースでの開催も可
能。ご興味のある方はご相談を。

能は打合せも公演も一度きりで行
われ、リハーサルは無い。能楽師は
そんな緊張感のある舞台上で、その
1回に最高のコンディションを発揮
しなければならず、ある意味スポー
ツ的な鍛錬が必要だと宝生さんは
いう。

数ある能楽の演目の中でも、別格
と称される「翁」を演じる宝生さ
ん。能楽師としても、宗家として
も並々ならぬ努力を重ねてきた

9
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Technics  EAH-AZ80
¥36,630（税込）

リアルな空気感まで感じる革新的ワイヤレスイヤホン

　音楽好きな人はもちろん、テレワークの普及によりビ
ジネスシーンでも使用する人が増えた「ワイヤレスイヤ
ホン」。価格帯やラインナップも広がり、人気カテゴリー
となったワイヤレスイヤホンのなかでも、音のよさで注
目を集め続けているのがTechnicsの「EAH-AZ80」だ。
　Technicsは、パナソニック（旧松下電器産業）が手掛け
た高級オーディオブランド。1965年の登場以来、スピーカー、
アンプなどを多数開発し、そのハイレベルな音質で一般ユー
ザーはもちろん、世界中の劇場などでも使われ、多くの
人に愛されてきた。2010年に一度休止、2014年に復活
を遂げてからもその音へのこだわりは変わらず、今も音
楽好きを魅了している。「EAH-AZ80」はそんな
Technicsのサウンドを一番手軽に体験できる商品なのだ。
　その音質の良さが「常識を覆す」とまで言われた同社
有線イヤホンの名機「TZ700」と同じアルミニウム振動
板を採用し、ワイヤレスながら解像度の高いクリアな音

を実現。アルミニウム振動板は扱いが難しいと言われて
いるが、大振幅でも振動板が負けないよう柔らかいエッ
ジで支えることで、色づけのない力強く正確な音を再現
している。また音質劣化を抑えて自然な音を再現する「ダ
イレクトモード」を搭載。オーディオアンプの「ピュア・
ダイレクト」機能と同様の効果があり、高音質な再生を
してくれる。またノイズキャンセリング機能は、業界最
高クラスをうたうデュアルハイブリッドノイズキャンセ
リングを装備し、まるですぐそこでアーティストが歌っ
ているような自然で違和感のない音を楽しめる。
　限られた小さいボディの中に様々な機能を詰め込む必
要があるワイヤレスイヤホンだが、さすがはオーディオ
専業ブランド。並みならぬ高音質へのこだわりが感じら
れる工夫にあふれた逸品なのである。
　スマホでも手軽に音楽を聴けるようになった今だから
こそ、ぜひいい音にこだわって楽しんでほしい。

パナソニックお客様ご相談センター　 0120-878-982　 https://jp.technics.com/

大人の逸品
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